
センター案内

アクセス

相談対応時間　平日9時30分〜16時

※駐車場もあります（自家用車での来校も可）

・阪急「仁川駅」東約２ｋｍ

・阪急「仁川駅」発　阪急バス「阪急逆瀬川」行

　「新明和前」下車すぐ

・阪急「逆瀬川駅」発　阪急バス「仁川駅前」行

　「新明和前」下車すぐ

聞こえのそうだん
〜聞こえとことばが気になるお子さんのために〜

生後0か月から18歳まで
相談は無料です

こばと聴覚支援センター

✉kobato-shn-ks@hyogo-c.ed.jp

TEL
0798-61-3630
FAX
0798-53-1070

https://dmzcms.hyogo-c.ed.jp/mukogawa-sn/NC3/page_20260209043159

兵庫県立むこがわ特別支援学校内にあります。

こばと聴覚支援センターは、令和8年度より、むこが
わ特別支援学校の南側１階に移転しました。聴覚部門
（保育相談部・幼稚部）が設置されている南門からお
入りください。

＊事前に電話かメールで相談予約をお取りください。

〒663-8001　兵庫県西宮市田近野町１０－４５



お子さんの聞こえについて、気になることはありませんか？

保護者の方の声

支援内容

子育て

全般

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

病院等へ行く前でも、ご相談いただけます。

教育相談
0歳児～１８歳まで

乳幼児から１８歳までのお子さ

んとその保護者等を対象に聞こ

えに関する相談や聴覚管理など

の支援を行っています。

兵庫県では１歳児から入学し、聞こえに関する専門的な教育

を受けることができます。集団や個別の保育で、ふれあい遊

びや手遊び、歌やダンス、絵本、自然や生き物に触れる体

験、製作やクッキングなどを親子で楽しみます。様々なコミ

ュニケーション手段を活用し、子どもの発達を支援します。

また、保護者の方には、聞こえや子どもとの関わり方に関す

る研修やアドバイスも行っています。

子どもたちの「知りたい」「聞きたい」「お話したい」という気持

ちや人と関わる力を育みます。学級集団での保育の他に一人ひと

りの発達やニーズに応じて異年齢の集団保育、個別や少人数グル

ープ保育も行っています。また、近隣の保育園など地域の様々な

方々との交流も行い、コミュニケーション活動を活発にしていま

す。聴覚部門には小学部がありませんので、多くの卒業生は地域

の小学校の難聴学級か聴覚特別支援学校へ就学します。

聴覚部門の紹介
全国に先駆けて幼児の早期教育を目指し、創立された歴史ある学校です。

（令和８年度移転し、新しい学校で開設しています。）

こばと聴覚支援センターでは、こばと聴覚支援センターでは、

保護者Aさん

１歳児ママ

入学してから娘の成長を日々感じていま

す。親も研修や支援を通して、一緒に学

び成長することができています。先生方

の温かな指導と、五感を大切にした保育

や季節行事を重んじる学校の方針に感謝

の気持ちでいっぱいです。

他の子と関わることもあまりせず、発言も

ほとんどなく心配でしたが、先生方や同じ

クラスの子どもたち、保護者の方との関わ

りができたことによって、今ではよく話

し、よく笑い、楽しそうに遊ぶようにな

り、通わせて良かったと思えます。これか

らの成長もとても楽しみです。

少人数での手厚い指導により、苦手なこ

とも克服でき、アットホームで親も子も

安心して通うことができています。保護

者研修があることや親同士の繋がりもで

きるので困った時にすぐ相談し情報共有

できる環境があるのは、心強く感じてい

ます。

保護者Cさん

５歳児ママ

保護者Bさん

２歳児ママ

新生児聴覚スクリーニングで

「再検査が必要」と言われたのですが…

聞き返しが

　多いような…
ことばがゆっくりな

　　　気がするのですが…

呼んでも振り向かないけど

大丈夫？

おもちゃの音や

ドアの閉まる音に

気づかないのですが…

健診で聞こえが

気になると

言われたのだけど…

はっきりと

お話ししなくて…

・聞こえが気になる子どもがいる

・難聴の子どもへの配慮や支援方法などが知りたい

・難聴に関する研修をしたい　など

学校・園等の先生方へ

難聴の疑いがある

と言われた 補聴器を装用するように

言われた

難聴の診断を

受けた 補聴器や人工内耳の

話が聞きたい

関わり方や配慮が知りたい

相談の

ご連絡

●まずは電話・メール・FAXの

　いずれかでご連絡ください。

●ご家族の他、担当保健師・助産師

　の方、園の先生方からのご相談も

　承っております。

初回の

相談日

●来校相談（予約制）

継続

相談

●必要な支援内容等をご家族と話し

　合い、希望される方には継続的に

　相談支援を行います。

➡ ➡

相談の流れ

●親子のコミュニケーションの基本について

●聞こえない・聞こえにくいお子さんとのコミュニケーションの工夫について

ことば

●補聴器や人工内耳での聴覚活用・

　音声・手話・指文字・文字…

　多様な手段を用い、お子さんに

　合った方法で、ことばの芽生えを

　支援します。

聴覚

管理
●聴力測定

●補聴器の相談・調整

●聴覚活用　など

情報

提供

●「聞こえ」について

●補聴器・人工内耳について

●進路について　など

連携

●医療機関

●保健センター

●保育園・幼稚園

●小学校　など

０歳児教室（つくしんぼ教

室）月に１回程度、親子で

参加し聴覚を活用する遊び

をしたり、ミニ研修や座談

会を行ったりしています。

幼稚部
３～５歳児

保育相談部
1～2歳児

こんな相談を受けています。こんな相談を受けています。


